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７
月
12
日
の
都
議
選
で
自
民
党
が
歴

史
的
大
敗
を
喫
し
ま
し
た
。
自
民
党
内

で
は
醜
い
責
任
の
な
す
り
つ
け
合
い
が

く
り
広
げ
ら
れ
、
「
こ
の
ま
ま
で
は
自

滅
。
麻
生
を
首
に
し
ろ
」
「
い
や
す
ぐ

に
選
挙
を
や
れ
」
と
議
論
が
百
出
、
一

種
の
恐
慌
状
態
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

　

自
民
党
大
敗
な
ど
当
た
り
前
だ
！　

自
民
党
が
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
悪
行

の
限
り
へ
の
当
然
の
報
い
で
す
。
支
配

階
級
は
、
労
働
者
の
激
し
い
怒
り
の
前

に
恐
れ
お
の
の
く
が
い
い
の
で
す
。

　

い
っ
た
い
、
こ
の
10
年
で
何
が
お
き

た
の
か
。
小
泉
「
構
造
改
革
」
の
下
で

進
め
ら
れ
た
「
三
位
一
体
改
革
」
で
予

算
す
ら
組
め
な
い
自
治
体
が
続
出
し
ま

し
た
。
次
々
と
職
員
が
削
減
さ
れ
、
ど

の
自
治
体
職
場
で
も
病
気
休
職
が
続
出

し
、
「
も
う
や
め
た
い
」
と
い
う
悲
鳴

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
社
会
保
障
制
度

は
根
本
か
ら
破
壊
さ
れ
〝
生
き
て
い
け

な
い
！
〞
と
い
う
叫
び
が
社
会
の
す
み

ず
み
か
ら
あ
ふ
れ
出
し
て
い
ま
す
。

　

官
民
を
問
わ
ず
、
労
働
者
の
３
分

の
１
以
上
が
非
正
規
雇
用
に
突
き
落

と
さ
れ
ま
し
た
。
徹
底
し
た
分
断
と
賃

金
差
別
、
団
結
破
壊
が
横
行
し
、
職
場

に
行
っ
て
も
話
も
で
き
ず
隣
の
労
働
者

が
「
敵
」
「
競
争
相
手
」
だ
と
思
わ
さ

れ
、
毎
日
毎
日
ロ
ボ
ッ
ト
の
よ
う
に
働

か
さ
れ
、
会
社
が
潰
れ
そ
う
に
な
っ
た

ら
使
い
捨
て
の
道
具
の
よ
う
に
首
に
。

　

こ
ん
な
こ
と
を
さ
れ
て
労
働
者
は

黙
っ
て
い
る
は
ず
が
な
い
の
で
す
！　

   

資
本
主
義
の
救
済
か
、
資
本 

   

主
義
の
打
倒
か
が
争
点

　

自
民
党
は
資
本
家
階
級
の
利
害
を
代

表
す
る
政
党
で
す
。
自
民
党
の
八
方
ふ

さ
が
り
の
姿
こ
そ
、
支
配
階
級
の
解
決

不
能
の
危
機
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

政
府
は
「
景
気
底
打
ち
」
と
強
弁
し

て
い
ま
す
が
、
現
実
は
ま
っ
た
く
違
い

ま
す
。
事
態
は
ま
す
ま
す
深
刻
化
し
て

い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
の
銀
行
破
綻
は

今
年
だ
け
で
実
に
52
行
、
昨
年
の
２
倍

で
す
。
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
と
Ｇ
Ｍ
が
倒
産

し
、
ト
ヨ
タ
も
大
幅
赤
字
転
落
。

　

何
よ
り
も
大
失
業
で
す
。
ア
メ
リ
カ

や
Ｅ
Ｕ
で
は
失
業
率
が
９
・
５
％
。
日

本
の
実
質
失
業
率
も
10
％
を
超
え
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
他
の
国
々
は
も
っ

と
深
刻
で
す
。
世
界
の
労
働
人
口
の
６

割
に
あ
た
る
18
億
人
が
非
正
規
職
労

が
ま
と
も
に
生
き
ら
れ
な
い
現
実
！　

資
本
主
義
は
も
う
終
わ
っ
て
い
る
の
で

す
。
い
ま
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
「
民

主
党
政
権
か
、
自
民
党
政
権
か
」
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
資
本
主
義
の
救
済
か
、

資
本
主
義
の
打
倒
か―

―

こ
の
２
者
択

一
こ
そ
が
問
わ
れ
る
歴
史
の
分
岐
点
に

私
た
ち
は
立
っ
て
い
る
の
で
す
。

　「日本が侵略国家というのは濡れ衣」と暴言を吐いて罷免
された前航空幕僚長（＝航空自衛隊トップ）の田母神俊雄が
７月13日、杉並公会堂で講演会を開きました。これは杉並区
長・山田が全面的にバックアップし、「つくる会」教科書の
採択を強行するための集会です。絶対に許せない！　私たち
は東京西部の仲間を中心にして前日の12日、絶対反対の集会
とデモをたたき付けました（写真）。
●道州制推進「国民運動」許さない！
　集会では、北島邦彦杉並区議が基調を提起。大恐慌が戦争
に進むなか、労働組合・労働者階級がいかに生きぬくかが問
われていること。今日、日帝の危機のもとでうち出された道
州制推進「国民運動」や橋下・大阪府知事や横浜・中田市長
達の首長連合に杉並・山田区長が名乗りをあげ、道州制攻撃
の突撃隊となっていると徹底弾劾し、山田の杉並丸ごと民営
化絶対反対を掲げて闘ってきた立場から戦闘宣言を発しまし
た。
●田母神をぶっ飛ばす4時間の大街宣
　田母神講演会の当日には、会場直近の荻窪駅北口で４時間
の大街宣。田母神集会を完全にぶっ飛ばしました。

ファシスト許すな！　「つくる会」教科書採択阻止！

田母神講演会をぶっ飛ばし
杉並で集会とデモが大高揚

働
者
と
な
り
、
栄
養
不
足
の
飢
餓
人
口

は
10
億
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
労
働
者

道
州
制
推
進
〝
国
民
運
動
〞
ぶ
っ
潰
そ
う

  

橋
下
（
大
阪
府

知
事　

）･

中
田
（
横
浜

市
長
）･

山
田
（
杉
並

区
長
）
ら
極
悪
首
長
が
結
託

自
民
大
敗    

情
勢
を
決
め
た
の
は
労
働
者
の
怒
り

 

民
主
党

は
？　

　

衆
院
選
が
迫
る
中
、
道
州
制
を
め
ぐ

る
動
き
が
一
挙
に
激
化
し
て
い
ま
す
。

民
主
党
も
自
民
党
も
、
道
州
制
＝
公
務

員
３
６
０
万
人
首
切
り
を
選
挙
公
約
に

入
れ
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
総
選
挙

で
争
う
両
党
が
、
と
も
に
道
州
制
を
掲

げ
た
の
で
す
。

　

民
主
党
は
、
改
憲
を
め
ざ
す
ブ
ル

ジ
ョ
ア
政
党
で
す
。
そ
し
て
、
「
危

機
」
を
打
開
す
る
体
系
的
政
策
な
ど
何

も
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
最
末
期
の
帝
国

主
義
の
危
機
が
全
面
的
に
爆
発
し
て
い

る
の
だ
か
ら
、
整
合
性
の
あ
る
打
開
策

な
ど
立
ち
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

結
局
は
、
民
主
党
・
自
民
党
と
も
に

〝
わ
が
党
は
、
も
っ
と
大
胆
に
労
働
者

の
首
を
切
り
・
賃
下
げ
が
で
き
る
〞
と

競
い
合
い
、
財
界
の
支
持
を
取
り
付
け

よ
う
と
躍
起
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
動
き
を
促
進
し
て
い
る
の
が

大
阪
府
知
事
・
橋
下
、
横
浜
市
長
・
中

田
、
杉
並
区
長
・
山
田
ら
の
フ
ァ
シ
ス

ト
首
長
た
ち
で
す
。
橋
下
は
各
地
の
首

長
に
呼
び
か
け
て
「
首
長
連
合
」
を
立

ち
上
げ
、
「
道
州
制
新
党
」
ま
で
視
野

に
入
れ
て
動
き
始
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
中
田
が
呼
応
し
、
8
日
に
は
山
田
が

合
流
し
ま
し
た
。
バ
ッ
ク
に
つ
い
て
い

る
の
は
、
「
道
州
制
推
進
国
民
運
動
」

を
呼
び
か
け
て
い
る
日
本
経
団
連
・
御

手
洗
（
キ
ヤ
ノ
ン
会
長
）
で
す
。

　

橋
下
は
、
「
今
回
の
衆
院
選
は
、

道
州
制
導
入
へ
の
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン

ス
」
「
地
方
分
権
総
選
挙
だ
」
と
言
っ

て
い
ま
す
。
中
田
は
「
こ
の
時
代
、
公

務
員
は
給
料
が
も
ら
え
て
い
る
だ
け
あ

り
が
た
い
と
思
っ
た
方
が
い
い
」
（
３

月
18
日
の
会
見
）
な
ど
と
ふ
ざ
け
き
っ

総選挙情勢に際して訴える！

会談後、都内で記者会見する大阪府知事・
橋下、杉並区長・山田、横浜市長・中田
の極悪首長３人組（8日）

道
州
制=

公
務
員
３
６
０
万
人
首
切
り
、

公
務
員
賃
金
の
２
割
削
減
を
公
約
に

橋下は、民主党本部で、民主党「次の内
閣」総務相の原口一博らとも会談。代表
の鳩山由紀夫も「橋下知事は非常に民主
党の考え方に近い。これからも連携を取
り合っていきたい」と秋波を送った（8日）



法政大学での学生弾圧許すな！ 8学生を取り戻そう！

新たな全国声明、出ました！

賛
同
署
名
に
協
力
を

呼びかけ人
入江史郎（スタンダード・ヴァキューム石油自主
　　　　    労働組合中央執行委員長）
西川重則（平和遺族会全国連絡会代表）
高　英男（全日本建設運輸連帯労働組合関西地区
　　　　　生コン支部・副執行委員長）
田中康宏（国鉄千葉動力車労働組合・執行委員長）
中野　洋（国鉄千葉動力車労働組合・常任顧問）
足立昌勝（関東学院大学教授）
荻野富士夫（小樽商科大学教授）

冨山一郎（大阪大学教授）
高山俊吉（裁判員制度はいらない！大運動・弁護士）
葉山岳夫（救援連絡センター代表弁護士）
鈴木達夫（国労５・２７臨大闘争弾圧裁判主任弁護人）
内海亮子（法大生・内海佑一君の家族）
織田美喜子（東北大生・織田陽介君の家族）
恩田英一（法大生・恩田亮君の家族）
倉岡靖子（法大生・倉岡雅美さんの家族）
齋藤眞人（法大生・齋藤郁真君の家族）
増井誠一郎（法大生・増井真琴君の家族）

法政大学での学生弾圧（暴処法弾圧）に
抗議し８学生の即時釈放を求める全国声明

　法政大学の闘う学生に対し、戦前以来の治安法である暴力行為等処罰法（暴
処法）弾圧が加えられました。これに抗議する《緊急声明》は、わずか２週
間で１８６０筆も集まりました。今なお８人の学生が東京拘置所に囚われて
います。新たな声明の呼びかけ人には、闘う労働運動の代表、８人の学生の
家族も多数加わりました。すごい顔ぶれです。
　全国の職場・学園・地域で賛同署名を広げ、労働者階級の宝である８学生
を取り戻しましょう。ご協力、よろしくお願いします！　

た
こ
と
を
叫
び
、
「
自
治
労
は
前
近

代
的
な
社
会
主
義
集
団
」
（
５
月
23

日
付
「
夕
刊
フ
ジ
」
）
と
労
働
者
の
団

結
と
闘
い
に
敵
意
を
あ
ら
わ
に
し
て
い

ま
す
。
「
杉
並
丸
ご
と
民
営
化
」
を
進

め
て
き
た
山
田
は
、
杉
並
区
内
で
前
航

空
幕
僚
長
・
田
母
神
俊
雄
の
講
演
会
を

開
き
、
改
憲
・
戦
争
攻
撃
の
突
撃
隊
の

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
橋
下
・
中

田
・
山
田
ら
極
悪
首
長
た
ち
が
や
っ
て

い
る
こ
と
こ
そ
道
州
制
の
正
体
で
す
。

 

公
務
員
バ
ッ
シ
ン
グ
で
選
挙

 

勝
利
狙
う

　

１
９
８
７
年
国
鉄
分
割
・
民
営
化
前

に
は
、
「
国
鉄
労
使
国
賊
論
」
が
国
家

的
に
扇
動
さ
れ
ま
し
た
。
86
年
衆
参

ダ
ブ
ル
選
で
自
民
党
が
圧
勝
し
、
12
月

に
国
鉄
改
革
法
が
成
立
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
国
鉄
分
割
・
民
営
化
過
程
で
は
、

た
っ
た
６
年
で
20
万
人
も
の
国
鉄
労
働

者
が
職
場
を
追
わ
れ
、
24
万
組
合
員
を

擁
し
た
国
労
は
４
万
人
に
ま
で
激
減
し

ま
し
た
。
戦
後
労
働
運
動
の
基
幹
部
隊

で
あ
っ
た
国
鉄
労
働
運
動
の
解
体
攻
撃

が
激
し
く
吹
き
荒
れ
ま
し
た
。

　

05
年
の
「
郵
政
選
挙
」
で
は
、
小
泉

が
「
郵
便
を
配
る
の
が
、
な
ん
で
公
務

員
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」
「
民

が
で
き
る
こ
と
は
民
へ
」
と
呼
号
し
、

徹
底
し
た
郵
政
労
働
者
叩
き
を
や
っ
て

圧
勝
。
郵
政
民
営
化
を
強
行
し
、
莫
大

な
利
権
を
食
い
も
の
に
し
た
の
で
す
。

　

い
ま
日
本
経
団
連
を
始
め
と
す
る

財
界
と
そ
の
手
先
ど
も
は
、
徹
底
し
た

公
務
員
バ
ッ
シ
ン
グ
で
労
働
者
の
怒
り

の
ホ
コ
先
を
そ
ら
し
、
労
働
者
を
分
断

し
、
道
州
制
導
入
へ
の
道
を
開
こ
う
と

し
て
い
ま
す
。

 

教
育･

医
療･

福
祉
食
い
も
の
に

　

彼
ら
は
道
州
制
を
突
破
口
に
し
て
、

規
制
緩
和
・
民
営
化
の
さ
ら
な
る
全

面
展
開
を
狙
い
、
教
育
・
医
療
・
社

会
福
祉
の
一
切
を
資
本
の
あ
く
ど
い
金

も
う
け
の
手
段
に
変
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
何
よ
り
も
「
公
務
員
３
６
０
万

人
の
い
っ
た
ん
全
員
解
雇
＝
選
別
再
雇

用
」
の
攻
撃
で
自
治
労
・
日
教
組
を
ガ

タ
ガ
タ
に
揺
さ
ぶ
り
、
労
働
者
の
団
結

を
根
こ
そ
ぎ
一
掃
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
で
す
。
そ
の
先
に
あ
る
の
は
改
憲
・

戦
争
で
す
。
資
本
家
た
ち
は
〝
こ
う
で

も
し
な
い
と
資
本
主
義
は
再
生
で
き
な

い
〞
と
公
然
と
言
っ
て
い
ま
す
。

賃
金
表
の
逆
提
案
」
な

ど
驚
く
べ
き
裏
切
り
重

ね
て
き
ま
し
た
。
こ
う

し
た
一
連
の
政
策
は
、

民
主
党
政
権
下
で
自
治

労
本
部
が
果
た
そ
う
と

し
て
い
る
役
割
を
先
取

り
的
に
打
ち
出
し
た
も

の
な
の
で
す
。

「
政
権
担
当
能
力
」

売
り
込
む
共
産
党

　

自
治
労
連
本
部
も
、

本
質
的
に
ま
っ
た
く
同

じ
穴
の
ム
ジ
ナ
で
す
。

　

日
本
共
産
党
・
自

治
労
連
は
こ
の
間
、「
私

た
ち
は
大
企
業
打
倒
で

も
、
大
企
業
敵
視
で
も

これが自治労本部労働
局　が提案した ｢20％カット ｣の賃金表案だ

上の表をぜひ見て下さい。これが自治労本部労働局が 5月 19 日の会議で提案した文書＝「地方
公務員の標準的給与のあり方について（原案）」の「新たな給料表のイメージ」です。本部が自ら、
給与 20％カットを政府・当局に逆提案しようというのです。
　自治労本部はこの文書で、「2012 年を目途に、人事院・人事委員会勧告制度が廃止され…る
前提に立ち」、賃金交渉に際して「民間給与が低い地域における地域民間給与水準の反映による
影響を規制する」ために「最低限としての給料表をシミュレーション」したと説明しています。
「地域間の民間賃金の差が厳然とあるときに、自治体賃金がその差を無視するということでは世
論が許さない」などと、この裏切りを正当化しようとしています。ふざけるんじゃない！　いっ
たいこの間、どれだけ公務員賃金が下げられてきたと思っているんだ！

あ
り
ま
せ
ん
」
と
財
界
に
エ
ー
ル
を
送

り
続
け
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
・
志

位
和
夫
委
員
長
は
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主

義
の
頭
目
＝
オ
バ
マ
大
統
領
を
平
和
の

旗
手
の
よ
う
に
持
ち
上
げ
、「
私
た
ち

に
も
政
権
担
当
能
力
が
あ
る
」
と
財
界

へ
の
売
り
込
み
に
必
死
で
す
。

　

労
働
者
の
怒
り
と
ま
っ
た
く
か
け
離

れ
た
方
向
へ
ひ
た
走
る
日
本
共
産
党
が

選
挙
で
負
け
る
の
も
当
然
で
す
。

 

闘
う
労
働
組
合
の
復
権
こ
そ

 

労
働
者
階
級
の
回
答
だ

　

労
働
組
合
、
労
働
運
動
を
め
ぐ
っ
て

疾
風
怒
濤
の
大
流
動
・
大
再
編
の
過
程

が
始
ま
り
ま
し
た
。
資
本
家
階
級
vs
労

働
者
階
級
の
、
未
来
を
か
け
た
歴
史
的

決
戦
で
す
。

　

は
っ
き
り
さ
せ
る
べ
き
な
の
は
、
社

会
を
動
か
し
、
歴
史
を
つ
く
る
の
は
労

働
者
階
級
の
団
結
し
た
力
だ
け
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
ん
な
社
会
は
、
根
本

か
ら
変
え
る
し
か
な
い
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
の
は

何
よ
り
も
労
働
組
合
の
存
在
で
す
。

　

自
治
労
本
部
、
自
治
労
連
本
部
の
歴

史
的
裏
切
り
を
暴
き
出
し
、
闘
う
労
働

運
動
を
職
場
か
ら
復
権
し
よ
う
。
「
情

勢
が
厳
し
い
か
ら
仕
方
な
い
」
と
、
組

合
員
に
屈
服
と
絶
望
を
強
制
す
る
組
合

執
行
部
な
ん
か
、
も
う
い
ら
な
い
！　

自
治
労
本
部
・
自
治
労
連
本
部
を
８
月

大
会
で
打
倒
し
、
闘
う
労
働
組
合
を
つ

く
ろ
う
！　

そ
れ
こ
そ
が
、
わ
れ
わ
れ

自
治
体
労
働
者
の
回
答
で
す
。

　

と
も
に
闘
い
ま
し
ょ
う
！

カ
ギ
握
る

労
働
組
合

　

「
地
方
分
権
選
挙
」
を
叫
ぶ
フ
ァ
シ

ス
ト
首
長
ど
も
と
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
立

場
に
立
っ
て
い
る
の
が
連
合
・
自
治
労

本
部
で
す
。
自
治
労
本
部
は
「
真
の
地

方
分
権
に
な
る
な
ら
Ｏ
Ｋ
」
と
道
州
制

に
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
し
、
〝
民
主
党
政

権
実
現
の
政
治
決
戦
〞
を
呼
号
し
て
組

合
員
を
動
員
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

万
死
に
値
す
る
裏
切
り
で
す
。
民
主

党
政
権
が
実
現
し
た
ら
、
自
治
労
本
部

は
文
字
通
り
「
国
家
」
「
政
府
」
の
立

場
に
立
っ
て
、
さ
ら
な
る
大
合
理
化
と

首
切
り
の
先
兵
と
な
る
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
現
代
の
産
業
報
国
会
で

す
。

　

こ
の
間
、
自
治
労
本
部
は
「
公
立

病
院
民
営
化
の
逆
提
案
」
「
ボ
ー
ナ
ス

カ
ッ
ト
の
受
け
入
れ
」
「
20
％
賃
下
げ

被
爆
64
周
年 　

８
・
６
ヒ
ロ
シ
マ
大
行
動
に
行
こ
う

　

８
月
６
日
（
木
）
11
時
30
分
開
場　

12
時
30
分
開
会

　

広
島
県
立
総
合
体
育
館 

小
ア
リ
ー
ナ

　

※
８
月
５
日
（
水
）
午
後
に
は
、
全
国
自
治
体
労
働
者
の
交
流
集
会
開
催
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
６
時
か
ら
は
青
年
労
働
者
交
流
集
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ず
れ
も
、
広
島
市
内　

東
区
民
セ
ン
タ
ー
に
て　

〝
政
権
与
党
〞
の
立
場
で
産
業
報
国
会 

   

化
の
道
を
進
む
自
治
労
本
部
打
倒
を


